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　中間決算は連結・単体ともに全ての利益は過去最高！支払能力は
　充分ある。

　職場は、4月の電化柱倒壊をはじめとして、連日発生する輸送障
　害などのお客さま対応や復旧に追われている。今こそＪＲ東日本
　が社員・家族の気持ちに応える責任が問われている！

　慢性的な要員不足により、安心して働き続けることに対する不満
　は高まっている。必要要員の配置、契約社員の正社員化、エルダー
　社員の労働条件改善並びに待遇の改善を！

　巨大なグループ企業となったＪＲ東日本が、業務委託単価の引き
　上げや労働条件の改善を働きかけ、グループ会社全体の底上げを
　推進し、格差の解消を図る事が、より一層の「安全・安定」輸送
　とサービスの提供に繋がる！


